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表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

192 24５68

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

「
制
裁
」が
う
み
だ
す「
文
化
」の
な
か
で	

	

李

英

哲

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀
　
●「
ア
ラ
ブ
の
春
」帝
国
主
義
の
新
た
な
戦
略
─
─
第
14
回
共
産
党

労
働
者
党
国
際
会
議
に
お
け
る
ト
ル
コ
共
産
党
の
報
告
／
●
ベ
イ
ル
ー
ト
宣
言
─
─
第
14
回
共
産
党
労
働
者
党

国
際
会
議
最
終
声
明
／
●
次
回
第
15
回
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
の
開
催
地
に
関
す
る
共
産
主
義
諸
党
の
共

通
見
解
／
●

─
─
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
外
務
省
声
明
／
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
国
防
委
員
会
声
明
／
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
中

央
常
任
委
員
会
声
明
／
神
奈
川
朝
鮮
学
園
の
声
明
／
『
朝
鮮
中
央
通
信
』論
評

︿
連
載
﹀

︿
沖
縄
ぬ
け
～
し
風 

�
﹀	

ま
よ
な
か
し
ん
や	

81

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

91

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

11

︿
北
の
百
姓
記 

完
﹀	

斎
藤
た
き
ち	

51

「
オ
ー
ル
沖
縄
」の
強
調
の
裏
で
す
す
ん
で
い
る
こ
と	

	

目
取
真
俊

作
家

日
本
の
再
軍
備
は
、朝
鮮
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た	

	

三
宮
克
己

元
府
中
市
市
議

名
誉
回
復
を
求
め
て
、横
浜
国
賠
を
提
訴		



木
村
ま
き

横
浜
事
件

国
家
賠
償
請
求
原
告

朝
鮮
大
学
校
教
員

琉
球
大
学

名
誉
教
授

髙
嶋
伸
欣
154

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

強
硬
路
線
へ
逆
戻
り
の
安
倍
政
権
に

「
家
族
会
」
が
異
議
を
表
明

 

大
手
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
大
き
な
変
化
を
い
つ
明
確
に
報
道
す
る
の
か

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

通
り
ゃ
ん
せ
、
他

162

笑

い

茸

自
営
業

「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
化
」に
向
か
う
震
災
復
興

 

被
災
地
か
ら
の
現
地
レ
ポ
ー
ト（
そ
の
２
）

金
野
正
晴
142

︿
源
八
お
じ
さ
ん
と
タ
マ 

⑤
﹀	

中
村
と
ー
る	

43

︿
労
働
者
通
信 

 
労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

全
国
一
般
全
国
協
議
会

東
京
東
部
労
働
組
合
書
記
長

須
田
光
照
10

労
働
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
労
働
現
場
の
実
態 

─
─ 

東
京
東
部
労
組
の

と
り
く
み
か
ら

千
葉
高
教
組
書
記
長

中
村
美
彦
12

公
務
員
賃
金
の
削
減
は
認
め
ら
れ
な
い 

─
─ 

千
葉
県
教
育  

労
働
者
の
闘
い

元
・
製
パ
ン
工
場
労
働
者

友
田
幸
枝
14

労
働
者
と
し
て
生
き
る
こ
と 
─
─ 

四
七
年
間
働
き
続
け
た

わ
た
し
の
労
働
現
場

「
平
和
憲
法
を
守
る
荒
川
の
会
」

共
同
代
表

森
本
孝
子
18

朝
鮮
学
校
排
除
の
深
淵 

─
─ 

日
本
社
会
に
根
付
く　

朝
鮮
人
差
別
と
の
闘
い

元
原
告
団
中
央
協
議
会
事
務
局
長

現
事
業
体
全
国
ネ
ッ
ト
代
表

佐
久
間
誠
16

国
鉄
闘
争
二
四
年 

─
─ 

争
議
終
結
後
の
名
寄
に

お
け
る
新
た
な
挑
戦

戦
闘
的
で
革
命
的
な
現
実
主
義
に
よ
り
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
前
進
を
！

 

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
創
立
九
四
周
年
記
念
演
説

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

中
央
委
員
会
書
記
長

ア
レ
カ
・
パ
パ
リ
ガ

22

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
第
一
九
回
大
会
に
む
け
た
準
備

 

二
〇
一
三
年
四
月
十
一
～
十
四
日
の
日
程
で
開
催

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
34

資
本
主
義
の
墓
掘
り
人
と
し
て
の
労
働
者
階
級
の
歴
史
的
役
割
は
不
変
で
あ
る

 

ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
の
セ
ミ
ナ
ー
「
国
際
共
産
主
義
運
動
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
」に
お
け
る
報
告

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
中
央
委
員

中
央
委
員
会
国
際
関
係
部
責
任
者

エ
リ
セ
オ
ス
・
バ
ゲ
ナ
ス

38

共
産
主
義
運
動
は
、依
然
と
し
て
、組
織
的・思
想
的
に
ば
ら
ば
ら
な
ま
ま
で
あ
る

 

ロ
シ
ア
連
邦
共
産
党
の
セ
ミ
ナ
ー
「
国
際
共
産
主
義
運
動
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
」に
お
け
る
第
二
報
告

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
中
央
委
員

中
央
委
員
会
国
際
関
係
部
責
任
者

エ
リ
セ
オ
ス
・
バ
ゲ
ナ
ス

44

着
々
と
陣
地
を
築
く
労
働
者
階
級

 

わ
た
し
の
ギ
リ
シ
ャ
訪
問
記

ギ
リ
シ
ャ
訪
問
団

参
加
者

沖
江
和
博
52114

青
年
の
貧
困
と
失
業
は
な
ぜ
広
が
る
の
か

 

マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
原
理
的
批
判
の
視
点

︿
こ
の
人
に
聞
く
﹀

埼
玉
大
学
名
誉
教
授

鎌
倉
孝
夫

ま
と
め
＝
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

飯
島
　

聡

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀ �

  

9

吉
冨
ひ
ろ
み

画
家

『
時
の
波
打
ち
ぎ
わ
で
』
二
〇
一
一
─
一
二
年
作　

綿
布
に
パ
ス
テ
ル  

鉛
筆

︿
読
者
の
た
よ
り
﹀ �

  

186

森
谷
め
ぐ
み

岡
山
大
学

図
書
館
司
書

シ
ネ
コ
ン
で
も
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と

第
一
回
岡
山
人
民
映
画
会
の
報
告

︿
読
者
会
か
ら
﹀ �

  

東
京
西
部
／
東
京
北
部
・
西
武
線
沿
線

189

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
信
濃
川
違
法
取
水
株
主
代
表
訴
訟
の
意
義	

	

加
藤
晋
介

弁
護
士

︿
特
集 

 

階
級
闘
争
を
継
続
す
る
ギ
リ
シ
ャ
人
民
﹀

先
頭
に
立
つ
揺
る
ぎ
な
き
指
導
部
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

20

本
誌
編
集
部

大
統
領
選
挙
後
の
韓
国
の
状
況

 

労
働
者
階
級
の
状
態
と
今
後
の
進
路

韓
国
・
労
働
社
会
科
学

研
究
所
所
長

蔡

萬

洙
104

時
代
を
変
革
す
る
芸
術

 

韓
国
の
民
衆
美
術
運
動

朝
鮮
美
術
・
文
化
研
究

古
川
美
佳
164

憲
　
法 

 

壊
憲
の
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
や
つ
ら
に
渡
す
な
！	�



労
　
働 

 

自
治
体
に
広
が
る
公
務
員
の
非
正
規
職
化

国
　
際 

 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
描
く
い
び
つ
な
中
国
像　	

	

映
　
画 

 

若
き
映
画
作
家
た
ち
へ
の
檄
文
と
し
て 

─
─ 

劇
映
画『
ひ
か
り
の
お
と
』

に
寄
せ
て　
　
　

　
　	

美
　
術 

 

ス
カ
ス
カ
vs
ブ
ル
ッ 

─
─ 

東
京
国
立
近
代
美
術

館
の
新
し
い
試
み	

	

自
治
体
労
働
者

国
民
投
票
法
の
撤
廃
を

求
め
る
実
行
委
員
会

86 82

︿
状
況
２
０
１
３
冬
﹀

9296100

社
会
主
義
理
論
研
究

新
田
　

進

吉
良
　

寛

山
下
勇
男

遠
藤
裕
二

金
山
明
子

編
集
者

画
家

︿
短
歌
﹀

朱
鷺
の
飛
ぶ
空

185

荒
川
源
吾

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀

追
川
恵
子
192 65

「
制
裁
」で
対
話
は
引
き
出
せ
な
い
─
─
対
朝
鮮
孤
立
圧
殺
策
動
を
許
す
な
！


